
第 60回全国スポーツ少年大会開催要項 

～ チェスト日本！ 逆境を超えて 広がる笑顔と絆の環 ～ 

 

１. 趣旨 

全国都道府県代表の団員及び指導者の参加のもと，集団生活を行い，スポーツ活動・文化学習活

動・野外活動・交歓交流活動等を通して，青少年のこころとからだを育てるとともに，スポーツ少

年団活動をより一層促進し，地域における活動の活性化を図る。 

また，大会はリーダーの育成を考慮したスポーツ交歓交流大会である。 

 

２. 主催 

公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団 

公益財団法人鹿児島県スポーツ協会鹿児島県スポーツ少年団 

 

３. 主管 

第 60回全国スポーツ少年大会鹿児島県実行委員会 

 

４. 後援 

スポーツ庁 鹿児島県 鹿児島県教育委員会  

南さつま市 南さつま市教育委員会  

 

５. 支援 

独立行政法人日本スポーツ振興センター 

 

６. 協力 

公益財団法人ミズノスポーツ振興財団 

 

７. 期日 

令和 4年 8月 4日（木）～7日（日） 3泊 4日 

 

８. 会場 

＜開会式・宿舎・主会場＞ 鹿児島県立南薩少年自然の家 

                〒899-3404 鹿児島県南さつま市金峰町高橋 3252番地 

    TEL：0993-77-2500 FAX：0993-77-1929 

 

＜文化活動（平和学習）＞ 万世特攻平和祈念館 

〒897－1123 鹿児島県南さつま市加世田高橋 1955番地 3 

TEL/FAX：0993-52-3979  

 

９. 活動プログラム 

大会日程：別紙参照 

活動内容：スポーツ活動，文化活動，野外活動，交歓交流活動 



10. 参加資格 

参加団員及び指導者は，下記条件を満たす者で，都道府県スポーツ少年団本部長が推薦する者

とする。 

① 団 員  

a. 令和 4年度に団員登録をし，令和 4年 4月 1日現在，中学 1 年生以上高校 3 年生相当の年

齢の者とする。ただし，ジュニア・リーダー資格を有しており， かつ，所属の都道府県スポ

ーツ少年団本部長が特別に推薦する場合に限り，小学 6年生の者でも参加を認める。 

※新型コロナウイルスの影響が理由であれば、ジュニア・リーダー資格を保有していない小

学 6 年生であっても都道府県スポーツ少年団本部長が推薦する者については参加を認める。 

b. 各都道府県 2人（コロナ対策として）を基準とするが、内訳（年齢及び男女比）については

都道府県にて決定するものとする。 

c. 集団生活に際し，規則正しい行動のとれる者。 

d. 保護者に大会参加の承諾を得たうえ，所属学校長に大会参加の届出を行った者。 

e. 大会の参加にあたり事前研修を受けた者。  

② 指導者 

スポーツ少年団に指導者として登録している者で，集団指導の能力に優れ，状況に応じた対応

ができ，かつ大会運営に協力できる者。 

 

11. 参加経費 

（1） 参加料 ：団員・指導者とも，一人につき 12,000円とする。 

（2） 交通費 ：大会旅費基準により，参加者の交通費を補助する。 ただし，鹿児島県の参加者に

は支給しない。 

（3） 滞在費 ：大会期間中の宿泊・食事代等の必要経費については，主催者が負担する。 

 

12. 服装 

（1） 開会式及び指定された活動では，参加者全員が受付時に配布する大会Ｔシャツと大会帽子を 

着用すること。 

（2） スポーツ活動及び野外活動時の服装等を持参すること。なお，どの衣類にも所属都道府県名， 

氏名を明記しておくこと。 

 

13. 携行品 

（1） 個人携行品 

健康保険証，活動しやすい服装（長袖・長ズボン・トレーニングウェアを含む），タオル，運

動靴（室内用・屋外用），着替え，入浴・洗面用具，筆記用具， 個人常備薬，民芸品等 500円

程度の物（交歓交流活動で使用），水に濡れても良い服装（カヌー体験等） 

※ 施設備え付けの入浴用品や携行品の詳細については参加者に別途通知する。 

（2） 日本団携行品 

日本スポーツ少年団が交付した都道府県スポーツ少年団旗一式 

 

 

 

 



14. 集合・解散 

（1） 集合 

① 日時：令和 4年 8月 4日（木） 受付は 12：30～14：00 

大会記念Ｔシャツへの更衣及び記念撮影があるので，時刻厳守のこと。 

なお，更衣・記念撮影後，14時 30分までに着席のこと。 

② 場所：鹿児島県立南薩少年自然の家 

（2） 解散 

① 日時：令和 4年 8月 7日（日）  

② 場所：鹿児島県立南薩少年自然の家 

 

15. 計画輸送 

（1） 集合：「鹿児島空港」「JR鹿児島中央駅」より「鹿児島県立南薩少年自然の家」まで計画輸送

を行う。 

（2） 解散：「鹿児島県立南薩少年自然の家」より「鹿児島空港」「JR鹿児島中央駅」まで計画輸送

を行う。 

※ 計画輸送の詳細は，参加申込締め切り後，各都道府県スポーツ少年団に連絡する。 

 

16. 参加申込方法 

（1） 申込期限：令和 4年 5月 20日（金）必着 

（2） 申 込 書：別紙所定の申込様式により作成 

（3） 申込書の送付先及び送付部： 

電子メールにて，日本スポーツ少年団及び鹿児島県スポーツ少年団宛に送信する。 

① 公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団  

〒160－0013 東京都新宿区霞ヶ丘町 4番 2号 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 

TEL：03-6910-5800 FAX：03-6910-5820 

E-mail：jjsa@japan-sports.or.jp 

② 公益財団法人鹿児島県スポーツ協会鹿児島県スポーツ少年団 

〒890-0062 鹿児島県鹿児島市与次郎一丁目４番 20号 

TEL：099-255-0146 FAX：099-255-7876 

E-mail：shonendan-kagoshimaken@japan-sports.or.jp 

 

17. 個人情報の及び肖像権の取扱いについて 

（1）  大会参加申込みにかかる主催者及び主管団体が取得した各種個人情報については，個人情

報保護の観点から，適正に取り扱うものとする。また，取得した個人情報については，大会

の参加資格審査・大会運営上必要なプログラム編成及び作成・大会結果掲載にかかわること

（掲示板・ホームページ・大会報告書・報道関係への提供等），その他大会運営及び大会開催

に必要な連絡等にのみ使用する。 

（2）   大会結果（記録）については，上記（1）で定めた個人情報とともに，主催者及び主管団体

を通じた公開，大会関係機関・団体及び報道機関等による新聞・雑誌及び関連ホームページ

等への掲載，次回以降の大会プログラムへの掲載等で公表することがある。 

（3）   広報のために大会関係機関・団体またはこれらに認められた報道機関等によって撮影され

た写真，映像が新聞・雑誌・報告書及び関連ホームページ，SNS，インターネットによって配



信されることがある。自身の写り込んだ写真・動画の使用を希望しない場合について，参加

者は予め主催者まで申し出ることとする。 

（4）   大会参加申込みとして申込書を提出した時点で，上記取り扱いに関する承諾を得たものと

して対応する。また，各種大会運営関係者（役員・委員・補助員・関係機関・大会 に関する

契約をしている者等）については，上記取り扱いに関する承諾を得たものとして対応する。 

 

18. 傷害保険 

大会期間中（前後の移動日を含む），公益財団法人日本スポーツ協会は，開催基準要項に基づき，

参加者全員を被保険者とした傷害保険に加入する。  

（1） 支払われる保険金  

① 死亡保険  200 万円  

② 後遺障害保険金 後遺症の程度に応じて 6万円～200万円 

③ 入院保険金 日額 3,000円（180日限度） 

④ 通院保険金 日額 2,000円（90日限度） 

（2） 保険金の支払いについては，事故による傷害が対象となり疾病は対象とならない。事故によ 

る傷害の場合，その治療費は被保険者本人が治療完了まで支払い，その後，本人が所定の保険金

請求手続きを行うことにより保険金が支払われる。 

なお，その他保険金支払いにかかる詳細については，傷害保険普通保険約款および国内旅行 

保険金特約条項による。 

 

19. 新型コロナウイルス感染症対策 

本事業は、政府の方針、開催自治体の方針や日本スポーツ協会策定の「日本スポーツ少年団各種

事業等における新型コロナウイルス感染拡大防止に関する基本方針」を基に、大会運営に必要な

対策を十分に講じた上で開催することとする。 

 

20. その他 

（1） 参加者は，大会期間中全日程に参加し，早退その他の自由行動は認めない。 

（2） 食事については，大会第 1 日目の夕食から最終日の昼食まで主催者で準備する。 

（3） 各都道府県は，参加者に対する事前研修を実施すること。 

（4） 各都道府県は，あらかじめ所属学校長に参加の届け出をさせること。 

（5） 大会参加のための乗車券等の手配は，早めに行うこと。 

 

※ 本事業は「スポーツ振興くじ（toto）」の助成を受けて実施しています。 

 

  

 

 

 

 

～スポーツ界における暴力行為根絶に向けたスローガン～ 

暴力 0（ゼロ） 心でつなぐスポーツの絆 
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※　雨天時体験では，　サンドジェル・レクリエーション等を考えていきます。
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※　食事・入浴等は，班ごとの時間差対応になります。

 



 

 

◇第 44回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会実施要項◇ 
 

１ 趣旨 

団員にスポーツの歓びを経験する機会と、より伸びるための研修の場を与え、軟式野球を通じて団員相互の

交流を深め、仲間意識と連帯を高めることにより、スポーツ少年団活動を一層豊かなものとし、地域における

団活動の活性化を図ることを目的として実施する。 

 

２ 主催 

公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団 

公益財団法人全日本軟式野球連盟 

公益財団法人奈良県スポーツ協会 奈良県スポーツ少年団 

一般社団法人奈良県軟式野球連盟 

 

３ 主管 

全国スポーツ少年団軟式野球交流大会奈良県実行委員会 

 

４ 支援 

独立行政法人日本スポーツ振興センター 

 

５ 後援 

スポーツ庁 奈良県 奈良県教育委員会 

橿原市 橿原市教育委員会 

 

６ 協力 

公益財団法人スポーツ安全協会 

公益財団法人ヨネックススポーツ振興財団 

 

７ 期日 

令和４年８月４日(木)～ ７日(日) ４日間 

 

８ 会場（試合会場・宿舎） 

【開会式会場】佐藤薬品スタジアム（奈良県立橿原公苑野球場）（橿原市畝傍町 52） 

雨天（奈良県社会福祉総合センター予定）   

【閉会式会場】佐藤薬品スタジアム（奈良県立橿原公苑野球場）（橿原市畝傍町 52） 

雨天（ジェイテクトアリーナ） 

【試 合 会 場】佐藤薬品スタジアム（奈良県立橿原公苑野球場）(橿原市畝傍町 52) 

橿原運動公園硬式野球場（橿原市雲梯町 323-2） 

橿原運動公園軟式野球場（橿原市雲梯町 323-2） 

橿原運動公園ソフトボール場（橿原市雲梯町 323-2） 

【野 球 教 室】佐藤薬品スタジアム（奈良県立橿原公苑野球場）(橿原市畝傍町 52） 

雨天（ジェイテクトアリーナ） 

【宿 舎】THE KASHIHARA（橿原市久米町 652―２） 

 

９ 参加資格 

(1) 指導者(代表指導者・引率指導者) 

以下の条件を満たすとともに、集団指導の能力に優れ、所属都道府県スポーツ少年団本部長が推薦する者。 

・令和４年度にスポーツ少年団に指導者として登録している者 

(2) 団員 

以下の条件を満たす者で、所属都道府県スポーツ少年団本部長が推薦する者。 

① 令和４年４月１日現在小学校４・５・６年生の者で、令和４年度にスポーツ少年団に団員として登録

している者。 

② 集団生活に際し、規則正しい行動のとれる者 

③ 保護者に大会参加の承諾を得た上、通学校長に大会参加の届出を行った者 

(3) 高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会に参加申込みをしている単位団とその構成員の出場は認めない。 



 

 

10 参加者およびチーム編成 

(1) 指導者は代表指導者１名、引率指導者１名の計２名とする。 

(2) 団員は計 14名までとする。 

(3) 大会参加者(指導者、団員)は同一の単位団所属であること。 

(4) 大会参加者は、大会主催者の指定する宿舎（部屋割りを含む）に宿泊し、勝敗に関係なく全日程に参加す

る。また、大会期間中における指導者の交代については、特別な事情があり、かつ、主催者が認めた場合に

限り可能とする。 

 

11 参加チーム数とその選出 

(1) 参加チーム数    16チーム(１チーム 16名)   計 256名 

(2) 各ブロックの参加チームは次の通りとする。 

・北 海 道    １チーム     ・東 北    ２チーム 

・関 東    ２チーム     ・北 信 越    １チーム 

・東 海    ２チーム     ・近 畿    ２チーム 

・中 国    ２チーム     ・四 国    １チーム 

・九 州    ２チーム     ・開  催  地    １チーム 

(3) 参加チームの選出にあたっては、各ブロック内において、協議を行い実施すること。なお、大会開催都道

府県は、開催都道府県代表として１チームのほかに、所属ブロック内での選考等により、所属ブロック代表

チームとなることができる。 

 

12 大会日程 

概ね別記日程表による。ただし、雨天の場合は、基本練習、交歓交流会等、他のスポーツ活動などを行う。

また、降雨等により全試合が消化できない場合は、最終日の時点における成績で順位を決定する。 

 

13 試合方法 

トーナメント方式とするが、３位決定戦は行わない。 

なお、準々決勝、準決勝まで進めなかったチームは、第２日目に奈良県内８チームと、第３日目には参加チ

ーム同士でそれぞれ交流試合を行う。 

 

14 組み合わせ抽選 

組み合わせは、「第 44回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会奈良県実行委員会」の責任において行う。 

 

15 競技ルール 

（1）令和４年度の「公認野球規則」および「公益財団法人全日本軟式野球連盟競技者必携／学童野球に関する

事項」による。ただし、別に示す「全国スポーツ少年団軟式野球交流大会競技規則および取決め事項」は

これを適用する。 

（2）参加チームが支援を受けている企業・店舗等（チーム協賛社）の名称やロゴをユニフォームや用具に掲出

することはできない（ユニフォームや用具を製作した企業の名称やロゴを除く）。 

 

16 試合球 

公益財団法人全日本軟式野球連盟公認Ｊ号球を使用する。 

 

17 表彰 

(1) 優勝チームには、賞状、優勝旗(持ち回り)、優勝杯(持ち回り)、賞品(楯・メダル等)を授与する(優勝杯レ

プリカを後日授与する)。 

(2) 第２位(１チーム)、第３位(２チーム)には、賞状、賞品(楯・メダル等)を授与する。 

(3) 特に敢闘を認められるチームには、賞状、賞品(楯等)を授与する。 

(4) 参加全チームに参加賞を授与する。 

 

  



 

 

18 参加申込書 

(1) 各都道府県スポーツ少年団は、所定の申込書により本部長名をもって申し込むこと。 

(2) 申込書はメールへの添付にて、７月８日(金)までに下記の宛先へそれぞれ送付すること。 

① 公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団 

    E-mail：jjsa@japan-sports.or.jp 

② 全国スポーツ少年団軟式野球交流大会奈良県実行委員会 

    E-mail : n-taikyo-05@nara-sports.or.jp 

 

19  大会経費 

  大会の準備および運営のための経費は、公益財団法人日本スポーツ協会委託金および開催都道府県 

体育・スポーツ協会負担金でまかなう。 

 大会期間中の宿泊・食事代については、公益財団法人日本スポーツ協会が負担する（参加料無料）。ただし、

参加者旅費（交通費等）は、参加者または推薦都道府県スポーツ少年団の負担とする。 

 

20 キャンセル料の取り扱い 

大会開催に際し、参加者の参加辞退等に伴って主催者が負担する費用(宿泊費、食事代等)にキャンセル料が

発生した場合の取り扱いは、以下のとおりとする。なお、参加チーム(個人)が負担する費用に関するキャンセ

ル料について、主催者はその責任を負わない。 

 (1) 主催者の事情または天災地変や伝染病の流行、大会会場・輸送等の機関のサービスの停止もしくは官公庁

の指示等の主催者が管理できない事由により大会内容の一部変更または中止となった場合 

   ：主催者がキャンセル料を負担する。 

 (2) 大会申込後、チーム(個人)事情により出場・参加を辞退した場合 

   ：原則として推薦都道府県または参加チーム(個人)がキャンセル料を負担する。 

 (3) 大会参加のための移動中および大会開催期間中における怪我や病気等で、その後の大会に参加で 

きなくなった。 

   ：大会実行委員会が認めた場合のみ主催者がキャンセル料を負担する。 

   ※認められなかった場合は、推薦都道府県または参加チーム(個人)が負担する。 

 

21 個人情報および肖像権の取り扱い 

(1) 大会参加申し込みにかかわる主催者および主管団体が取得した各種個人情報については、個人情報保護の

観点から、適正に取り扱うものとする。また、取得した個人情報については、大会の参加資格審査・大会運

営上必要なプログラム編成および作成・大会時のアナウンス・大会結果掲載にかかわること（表彰・掲示板・

ホームページ・大会記録集・報道関係への提供等）、その他大会運営および大会開催に必要な連絡等にのみ使

用する。 

(2) 大会結果（記録）については、上記(1)で定めた個人情報とともに、主催者および主管団体を通じた公開、

大会関係機関・団体および報道機関等による新聞・雑誌および関連ホームページ等への掲載、次回以降の大

会プログラムへの掲載等で公表することがある。 

(3) 広報のために大会関係機関・団体又はこれらに認められた報道機関等によって撮影された写真、映像が新

聞・雑誌・報告書および関連ホームページ、SNS、インターネットによって配信されることがある。 

(4) 大会参加申込として申込書を提出した時点で、上記取り扱いに関する承諾を得たものとして対応する。ま

た、各種大会運営関係者（役員・委員・補助員・関係機関・大会に関する契約をしている者等）については、

上記取り扱いに関する承諾を得たものとして対応する。 

 

  



 

 

22 傷害保険 
大会期間中(前日、翌日の移動日を含む) 公益財団法人日本スポーツ協会は、開催基準要項に基づき、参加

者全員を被保険者とした傷害保険に加入する。 

(1) 支払われる保険金 
① 死亡保険金      200万円 
② 後遺障害保険金    後遺障害の程度に応じて 6万円～200万円 
③ 入院保険金     日額 3,000円 （180日限度） 
④ 通院保険金     日額 2,000円 （90日限度） 

(2) 保険金の支払いについては、事故による傷害が対象となり疾病は対象とならない。事故による傷害の場

合、その治療費は被保険者本人が治療完治するまで払い、その後本人が所定の保険金請求手続きを行うこ

とにより保険金が支払われる。なお、その他保険金支払いにかかる詳細については、傷害保険普通保険約

款および国内旅行保険金特約条項による。 
 

23 携行品 

(1) 団体携行品 

日本スポーツ少年団が交付した行進用の都道府県スポーツ少年団旗一式 

(2) 個人携行品 
① 軟式野球用具一式 
② 大会期間中の生活用品など 
③ 常備薬、健康保険証（コピー可） 
④ 記念品は、１人 500円程度の品物(チームで統一した記念品)を持参すること。 

なお、記念品の交換は８月４日に行う交歓交流会（全体オリエンテーション）にて行う。 

 

24 集合・解散 

(1) 集合 

参加者は、指導者が引率の上、８月４日(木)８時 50分までに「佐藤薬品スタジアム」へ集合し、受付を

済ませること。なお、９時から監督･主将会議を「橿原公苑ジョガーステーション２Ｆ会議室」で行う。 

(2) 解散 

８月７日(日)閉会式終了後、佐藤薬品スタジアムにて解散。 

 

25 新型コロナウイルス感染症対策 

本事業は、政府の方針、開催自治体の方針や日本スポーツ協会策定の「日本スポーツ少年団各種事業等にお

ける新型コロナウイルス感染拡大防止に関する基本方針」を基に、大会運営に必要な対策を十分に講じた上で

開催することとする。 
 

この大会は、政府からの出資金とスポーツ振興基金支援企業グループからの寄付金を原資とする運用益による

スポーツ振興基金および公益財団法人ヨネックススポーツ振興財団の助成を受け実施します。 

 

 

～スポーツ界における暴力行為根絶に向けたスローガン～ 

暴力 0（ゼロ） 心でつなぐスポーツの絆 
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スポーツ少年団(奈良県)

⑥の負け

スポーツ少年団(　　　　)
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第 45回全国スポーツ少年団ホッケー交流大会実施要項（案）Ver.3.1 

 

    

全国のスポーツ少年団員にホッケー競技の楽しさと喜びを体験させ、より優れた技能とスポーツ

マンシップを身につけるための研修の場とするとともに、団員相互の交流を深め、仲間意識と連携

を高めることを目的とする。 

１ 大会名称  第 45 回全国スポーツ少年団ホッケー交流大会  

２ 主  催  (公財)日本スポーツ協会日本スポーツ少年団 (公社)日本ホッケー協会（JHA） 

３ 共  催  (公財) 東京都体育協会東京都スポーツ少年団 （一社）東京都ホッケー協会 

４ 主  管  第 45 回全国スポーツ少年団ホッケー交流大会実行委員会 

 

５ 後  援  東京都 東京都教育委員会 品川区 大田区 しながわホッケーファンゾーン実行委員会  

京王観光株式会社   ※共催、後援は暫定 

                           

６ 期日および大会日程 

   期間：令和 4 年 8 月 11日(木祝)～8 月 14 日(日) 

区  分 日   程 会   場 

① 監督会議 

指導者講習会 
8 月 11 日(木祝) 13:00～ 大井ホッケー競技場メインピッチ多目的室 

② 交流会 8 月 11 日(木祝) 14:00～ 大井ホッケー競技場メインピッチスタンド 

③ 開会式 8 月 11 日(木祝) 15:00～ 大井ホッケー競技場メインピッチスタンド 

③ 競  技 8 月 12 日(金)～14 日(日) 
大井ホッケー競技場メインピッチ 

大井ホッケー競技場サブピッチ 

④ 表彰および閉会式 8 月 14 日(日) 競技終了後 大井ホッケー競技場メインピッチ 

 

[会場所在地] 

(1) 競 技 会 場：大井ホッケー競技場メインピッチ（ウォーターベース） 東京都品川区八潮 4-1-19 

大井ホッケー競技場サブピッチ（ウォーターベース） 東京都大田区東海 1-2-1 

(2) 開会式・交流会  ：大井ホッケー競技場メインピッチ スタンド 

(3) 監 督 会 議 ：大井ホッケー競技場メインピッチ 多目的室 

 

７ 参加資格   (1)2022 年度(公財)日本スポーツ協会日本スポーツ少年団および(公社)日本ホッケー協会の 

登録を完了している者。（代表者・監督・コーチ・選手） 

(2)2022 年度スポーツ安全協会傷害保険に監督・コーチ・選手ともに加入している者。 

(3)小学校 4・5・6 年生であること。  

(4)監督は、2022 年度（公財）日本スポーツ協会日本スポーツ少年団に指導者として 

登録している者。（（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格を保有している者。 

2023 年度までは認定員（（公財）日本スポーツ協会公認スポーツリーダー）資格を保有している 

者の参加も認める。 

８ 参加人員  (1)登録単位スポーツ少年団より、男女各 1 チームとする。 

(2)合同チームで参加する場合は、別紙参加規程にもとづき事前に承認を得ていること。 

(3) 1 チームの編成は、代表者 1 名、監督 1 名、コーチ 1 名以内、選手 12 名以内とし、チーム 

間の重複登録はできないものとする。（代表者と監督は、それぞれ登録し、兼任はできない。） 

９ 参 加 費   1 名につき、2,000 円(代表者・監督・コーチ・選手) 

趣  旨 



10 競技方法   予選リーグ、決勝トーナメント、フレンドリートーナメントを原則とする｡ 

11 競技規則   (公社)日本ホッケー協会 2022年度 6人制ホッケー競技規則、競技運営規程（レギュレーション

含む）及び技術委員会通達による。 

12 参加申込   別紙「参加申込書」により、所属協会長の承認を受け(公印不要)、下記、本大会委託業者の参

加登録システムより令和 4年 7月 11日（月）までに申し込むこと。同時に参加料を下記の口

座へ納入すること。                                  

                     

○第 45 回全国スポーツ少年団ホッケー交流大会 参加登録システム 

  https://kitos-001.jp/junior-hockey2022/Entry/RegTop.aspx    

※参加登録受付は令和 4 年 6 月 1 日（水）9:00 より開始 

※委託：京王観光株式会社 さいたま支店＜観光庁長官登録旅行業第 10 号＞ 

参加料振込先  

 
金融機関：三菱 UFJ銀行 振込第一支店 当座（9530020）  

口座名義：京王観光株式会社 （ケイオウカンコウ カブシキカイシャ） 

※大会実行委員会は、京王観光株式会社に参加料の徴収を委託しています。 

※期間内に送金のないチームは申し込みを受け付けない。※一旦納められた参加料は返金しない。 

13 選手変更     申込み後、やむを得ない理由で選手変更・追加登録をする場合は、令和 4 年 8 月 9 日

(火)17:00 までに参加登録システムにて提出すること。それ以降の変更は認めない。なお、

背番号は 1 番から 12 番とし、変更は認めない。 

14 組合わせ  令和 4 年 7 月 23 日(土)14:00 から、大井スポーツセンター（東京都品川区八潮 4-1-19） 

会議室において公開抽選を行う。 

15 宿  泊   別紙「宿泊要項」により、大会実行委員会の指定宿舎に宿泊するものとする。宿泊・弁当の 

申込みおいても参加登録システムより行うこと。 

16 個人情報及び肖像権の取り扱いについて 

別紙「第 45 回全国スポーツ少年団ホッケー交流大会に係る個人情報、肖像権の取り扱いに 

ついて」による。 

17 そ の 他  (1)参加者は、健康保険証を必ず持参すること。 

(2)万一、負傷・病気等の事故があった場合は、大会本部で応急処置を行うが、 

その後の治療等については各チームの責任において行うこと。 

(3)参加者は、所属学校長に参加する旨を届けること。 

(4)参加チームは、団旗を開会式に持参すること。   

(5)ユニフォームは、2 着用意すること。 

(6)この大会の使用ボールは、白色コッカブラディンプルボールＳＴとする。 

(7)JHAの「2022年度登録（会員証）」は、以下 Aまたは Bの方法で監督会議の際に、チームごと 

に一覧で確認する。 

A 登録システムからプリントアウトした、会員証一括印刷（紙）を持参 

B パソコン、タブレットまたはスマートフォンの画面で会員証一括印刷を提示 

※詳細は、2022 年 5 月 20日付の都道府県協会宛の技術委員会委員長通達を参照 

(8)参加チーム・競技役員は「行動規範確認書」を監督会議前に必ず提出しなければならない。 

(9)新型コロナ感染症対策の大会指針については、後日、提示する。 

(10)不測の事態が発生した場合は、大会実行委員会の指示に従うこと。 

 

◎問い合わせについて 

参加登録/申込み、宿泊、弁当、交通、その他大会に関しての問合せは下記までお願いします。 

第 45 回全国スポーツ少年団ホッケー交流大会実行委員会 事務局 

（京王観光株式会社 さいたま支店内） 

〒330-0802 埼玉県さいたま市大宮区宮町 2-55-2 第一大宮ビル 

TEL 048-647-0025 FAX 048-647-0018 

メール saitama@keio-kanko.co.jp 

担当：小針、伊澤、滝島 

および 

追加登録 

https://kitos-001.jp/junior-hockey2022/Entry/RegTop.aspx
mailto:saitama@keio-kanko.co.jp


受付時間：平日 9:00～18:00（土・日・祝日休み） 

 

以下「連絡事項」 

 

１．観客について 

本大会は、現時点（2022 年 5 月 25 日時点）において、有観客での開催を予定しているが、開催時における東京

都の指針（上限人数や収容率）を遵守する。尚、観客席の最大収容人数は、メインピッチ：約 2600 人、サブピッ

チ：約 500 人である。 

参考）想定参加人数 1,200人（1チーム 24名の選手・スタッフ・観覧者として、参加チームが 50チームの場合）＋

大会スタッフ約 100 人→最大 1,300 人。仮にメインピッチの収容率上限が 50％だとしても、開会式等の有観客で

の開催は可能であると想定している。 

 

２．チーム待機場所 

大会期間中の選手等チームの待機場所は、メインピッチ、サブピッチの屋根付きスタンド（観客席）を想定してい

るが、時間によって直射日光が当たったり、風雨が吹き込むエリアがあることを事前にご承知おきいただきたい。 

参考）大井ホッケー競技場の施設ガイド（メイン/サブピッチの写真有）  

https://seaside-park.jp/park_ooisports/hockey/ 

 

３．チーム荷物の保管について 

チーム荷物（例：GK 防具）は、大会期間中施設内のスタンド（観客席）などに置いておくことができると想定してい

るが、五輪後の改修工事が終了していない現時点において、施設内で置き場などを確認することができないため、

6/18の再オープン以降に再度確認する。尚、チーム荷物を置いておく場合の盗難や紛失、雨濡れ等について大

会実行委員会は一切の責任を負わない。 

 

４．大井ホッケー競技場の駐車場およびアクセスについて 

◆大井ふ頭中央海浜公園第一駐車場（大井ホッケー競技場メインピッチの向かい） 

普通車 190 台収容 24 時間 1 時間 300 円（以降 30 分毎に 100 円）→8 時間駐車の場合 1,700 円 

◆大井ふ頭中央海浜公園第二駐車場（メインピッチとサブピッチの中間） 

※東京 2020 五輪後の改修工事の為、現在利用休止中。本大会期間に使用できるかは現在不明 

普通車 100 台収容 土日祝日のみ 8:00～21:40（入庫は 17:00 まで） 料金は第一駐車場と同じ 

 

大型バス 1 日 2,000 円（バス利用の場合、東京港埠頭（株）080-8496-8777 まで連絡が必要です。） 

 

電車での来場 東京モノレール大井競馬場前駅から徒歩 8 分 

参考）大井ホッケー競技場のアクセス 

https://seaside-park.jp/park_ooisports/oisports_access/ 

https://seaside-park.jp/park_ooisports/hockey/

